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【身体・メンタルに無理のない勤務体系】

・ERは 8:30-17:00、17:00-翌8:30の2交代制です。

・日勤は月5-10回、夜勤は月6回以下の勤務が基本です。

・夜勤明けは、朝8:30に引き継ぎをしたら業務終了です。

・毎週火曜日8:45-10:00(目安)にカンファレンスを行っています。

・症例の振り返りや論文読会などを担当持ち回りで実施しています。

・オンラインツールを用いており、当日が「非番」の人はどこからでも

参加が可能です。

・毎月のシフト作成時に、勤務不可日を申請できます。





● 上下肢の脱臼骨折の整復固定

● 肩関節脱臼の整復

● シーネ固定

● 膝関節穿刺

● 胸腔ドレーン挿入

● Aライン挿入

● CVC挿入

● 腰椎穿刺

● 縫合 (真皮縫合を含む）

● バイポーラを用いた止血

● 気管挿管● 輪状甲状靱帯切開

【日常での手技の一例】



・勤務終了後や勤務の空き時間を使って救急科のスタッフと研修医で、その日に

経験した症例の振り返りを行っています。

格式ばった堅い雰囲気は全くありません！

・研修医に指導することが勉強になりますし、

研修医から学ぶこともあります。

日々の積み重ねが、日々の診療の質向上

への近道だと考えています。

【研修紹介①】



・メンバーは皆、優しく、分からないことは指導医に質問しながら診療することが

できます。

・全国様々な出身大学の医師が集まっています。

また、プライベートでも大学院で勉強中の方、

子育て中の方、趣味で世界を駆け巡っている方

などバラエティに富んでいて楽しいです。

・これからも多様性を大切にし、お互いを尊重

できるような組織を築きたいと考えています。

【研修紹介②】

在籍専攻医：(2年目) 2人、(1年目) 4人
(内は救急科年数)



【多彩で柔軟な連携施設・他科研修】
・3年間のうち原則9ヶ月間、院外や院内の他科で研修が可能です。
→当院救急科での研修で不足しがちな集中治療や地域医療の経験を
積むことが可能です。

・院内他科研修の過去受け入れ実績は、総合内科、循環器内科、外科、
血管外科、脳外科、整形外科、形成外科、放射線科、精神科など。






